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　　　　　　　　　　　　　　　井戸の活用，利用範囲，利用時期，利用用途，開放の仕方，阪神・淡路大震災

1．研究の目的と調査の方法　　　　　　　　　　　　　　　　　　事業が行われている地区かそうでない白地地区かという4指標で，具

　1995年1月17日に阪神・淡路大震災が起きた。都市直下型の地震　　体的には概ね小学校区を単位とする4地区である1）。

は，6000余人の尊い生命を奪い多くの都市居住者の生活が長期にわ　　①芦屋市精道地区（以下，芦屋と絡称）：住宅地区，復興区画整理事

たって困難を強いられた。ライフラインで日々の生活に欠くことので　　業地区が大部分，1661棟，3378戸。

きない電気，水道，ガスは途絶し，都市機能はマヒ状態におちいっ　　②長田区神楽地区（以下，神楽と略称）：ケミカルシューズによる住

た．しかし，そうした中で有効に働いた都市ストックがあった。井戸　　工混在地区，多くが復興区画整理事業地区，905棟，2016戸。

水などの水系や公園などのオープンスペース，家屋の倒壊を防いだ樹　　③長田区二葉地区（以下，＝二葉と略称）：連坦商店街地区，多くが復

木等である。都市ストックのなかでも忘れかけられ消えつつあった井　　興再開発事業地区，1975棟，3313戸。

戸の果たした役割は大きかった。本論文では，井戸がいかに今回の震　　④須磨区西須磨地区（以下，須磨と略称）1住宅密集地区，3本の幹

災時に役立ったかを調査し，その実態を明らかにする。そして，今後　　線街路事業，2396棟，5085戸。

のまちづくり，とくに災害に強い都市づくりにどう活かしていくかを　　　井戸については参考資料等もなく，徹底した現地観察と居住者調査

考察する。震災時の都市ストックについての既往の研究は，オープン　　を行った．1回目の調査（1995年3月）は，4地区についての被災か

スペースや樹木が火災延焼防止等に役立ったことを明らかにしたもの　　ら立ち上がり過程の調査の一環として，井戸や水道管の破裂，オープ

が，主に造園分野から出されている。井戸などの水系ストックに関す　　ンスペースの利用などを調査した。2回目の調査（12月）は，前回調

る研究はほとんどない。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　査で把握しきれなかった井戸の発見とともに，井戸の利用圏域，開放

　本研究は継続的な定点観測調査によって被災・被害から役立った都市　　の仕方，利用時期，利用用途等についてヒアリングを行った。さらに

ストック，避難生活，立ち上がり過程と復旧・復興過程を明らかにし　　震災後の対策では2001年に行政への調査を行った。

ていく研究の一環として取り組んでいる。調査地区の選定は，①被害

の大きさ，②専用的住宅地区か，工業・商業との混在地区かという市　　2。井戸の利用実態と活用状況

街地の性格，③基盤整備の有無，④震災後復興区画整理や再開発等の　　2．1　井戸利用の概要
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（1）震災前，震災後に利用できた井戸　　　　　　　　　　　　　広範囲から利用される井戸も10％程度ある。個人だけで利用された

　本調査で発見できた井戸は4地区で266個にのぼる。震災後の利　　井戸は10件（11％）と少ない。

用状況は，　「震災後利用あり」92個（35％），　「震災後利用なし」160　　　開放の仕方と利用範囲はほぼ比例し，開放の仕方が積極的なもの

個（60％），　「不明」14個（6％）である。この結果をみると震災後利用　　ほど利用範囲が広い（図一2）。また「開放していない」からと

されなかった井戸が多いように思われるが，そうではない。震災前

に使用不明のものが107個と全体の40％と多くを占めていたからで　　　　　　　表一1地区別にみた井戸利用の概要
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件数（％）
ある（表一1）。これは調査が不十分なためではなく，調査を行っ　　　　　　　震災後利用あり　　　　　震災後利用なし　＿

て・全壊や更地で野晒が住んでいず，近所の人に聞・晩震災後　鱗謝蘇使通産鶉驕駝1灘樹糊計

・利用されていないことはわカ｝るが・近所づきあいはしていて頓芦屋 C瀟‘’，．§、32鴛，16焉1，、．君，、、駕、，。蕩■，，、。3子

骨前に井戸が利用されていたかどうかまではわからない，という答　　神楽　　1　　01　〔〕1　1　　21　（ll　｛，i　21　1，　　3

灘灘諜鷲1慧埠iiil瞬il聡藁liili蘂i；il
（73個）がほとんどであるが，以前は使用されていなかった井戸も　　　　（27・4）（2・3）（4・9）1（：雪4・6）（1幡）1（94）i（40・2）1（60・2）！〔5・3）（1〔x〕・o）

6個使われている。これは，水道の普及で井戸を利用しなくなった

ものの，埋めずに残していたことが結果的に役立ったと言える。逆　　　　　　　表一2震災後利用できなかった理由
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件数（％）

謙雄島濃画面集鵬叢磁面諭1　徽慌1嫡枯れ・1濁・i．不明計
・・であ・，縮が・…ければ・・用できた・考え・れ・・表一芦屋 C、。占10…，15』1，。ろi，。み；，3。誘，、。。誘

2）。また，地震で水脈が変わり枯れてしまったり，．反対に湧いて　　　神楽　　　　2　　01　　01　　0！　　01　　0　　2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（100．0）　　　　l　　　　I　　　　！　　　　1　　　　　（100．0）

芸濃2ケース’その他水量が変わったり’水質が悪化した井須磨，，。‘，1。お1，、。虜10010，、。。誘

（・）利用できた井戸の腰　　　　　　　計，、。冨1、。3（、、』1（，，蕊：，，蕊｛，1。虜、、。。駕

震災前または震災後に利用できた井戸120個について，井戸の所　　　注：二葉地区は該当する井戸がないので表記していない

有関係，形式，井戸の種類をみたのが三一1である。所有関係で

は，個人の井戸（68％）がほとんどで，共同の井戸も芦屋，須磨に　　　　　　L＿＿一里墜＿　　　　　ロ共有　　　　　　口不明　　［

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔〕瑠　　　　　　　　2‘，％　　　　　　　41，％　　　　　　　6‘，％　　　　　　　8【，％　　　　　　　100％
みられる。

モ摯熱。鶏プ翻撫蓉；さ｛謬藻轍係圏■■一コ
し，今回の震災のように電気が途絶すると電気モーター式は全く役　　　　　　」一＿＿＿＿．一＿、．．．．一＿　．一．＿．．．一9ぞ．

に立たない。井戸の繍では註宅用の炉（63％）が多いが，業　　「呼勉杢≧毬一一喚戯逆墾モナ式．．rf男．一1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けが　　　　　　　　　し　ゴ　　　　　　　ぐリハ　　　　　　　　コお　　　　　　　おいぬ　　　　　　　　し　　

軍用等の炉（36％）もかなり使われている・とくに儲混在地区　　「一』r一…一『一　一r一‘．一．．　『－一

である二葉地区では・住宅用井戸は少なく・業務用井戸の利用が目　　井戸形式　13．3　　　　　　　60‘1　　　　　　　21．7

立った。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5．｛｝
2．2　開放の仕方と利用範囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，＝．．．．．＿＿＿＿一．一＿＿．．＿一＿

震災後の井戸の開放の仕方・利用範囲・ついてみ・。開放の仕方　髭一層住響戸、，，。ロ業務鷺　，。。ロ不明、1．

は，　「開放しなかった」　「知人のみに開放」　「積極的に呼びかけて　　　　　　　　　　・　’　．一一｝一　　　　　一一’一一…　一

開放」　「張紙・看板などで開放」　「公共の竜波を通して開放」の5　　井戸種類　　　　　　　63．0　　　　　　　　．　35．9

段階に分類した。利用範囲（利用人数）については，　「個人（自分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　1．1
だけ）」から「100人以上（30分程度以上の行列）」までの6段階に　　　　　　』　　　　　図一1　井　の概要

分類した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表一3　地区別開放の仕方
（1）開放の仕方　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件数（％）

轍の肪をみると（表一3L［知人のみ。・開放・が馳多く・9　魁、舞繍諺講避難繕器不明。
件（42％）．次いで「積極的に呼びかけて開放」が24件（26％）で　　　　　　た　i　放　・て開放　　開放　．って開放

騰・なか・た・という人は・6件（・7％）・少ない・また・・看　纒（、。あ｛（，。81（講（1、．£｝Ol。（、。。閤

板・張紙などで開放」というのは8件（9％）と意外に少ない。　　　　二葉　　　OI　2＊：　　5：　　11　　21　　0　　10
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）利用範囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」（20・0）1（50・0）　（10・0）1（20・0）1　　　（1QO・0）

利用範囲（人数）をみたのが表．4であ。。「5一、。人、が37件　猫、17鴛、、。駕1，2藩（、．虜loi、、．融1旙

（・・％）と多・，次いで・2・3人・23件（・・％），・2・一・・　計1、諭，4澗，2諭，，8、、．＆、．ゐ（、。。罵

人」12件（13％）である。　「50～100人」　「100人以上」といった　　　注1神楽地区の井戸は1個だけのため二葉地区に含む（角印）
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いって個人だけの利用とはかぎらない．持主の不在（避難など）　　要な存在だったことがわかる。

で，周りの住民が断りなく利用している例もある。　「個人」の利用　　（2）利用用途

だった10件の井戸も，そのほとんどは開放を拒んだのではなく理由　　　震災前，震災後の井戸の利用用途をみたのが図一3である。

がある場合が多い。例えば「周りの人は避難のためいなかった」

「井戸が家の中にあったため開放しにくかった」　「すぐ避難したた　　　　認杢20人｛行列なし）　　　　　　器6絵籔響熔銑）

め利用し始めたのがずっとあとになり，開放するほどの状況ではな　　圏　目町人未満（30分程度の行列）　　　削oo人以上（それ以上の行列）

かった」などである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脳　　　zo篇　　4脇　．　60％　一＿『野一一一一一！讐数

2．3　利用の時期と用途　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　開放しなかった　　　　　　667　　　　　　zo．。　133　15

（1）利用時期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　知人のみに囲故　　　　　48・7　　　　一．・、．…杷7・．．，．．・，　39

叢灘黒繍見神撒窪誠聚螂慧饗詐詳　難鼎・’r
重要で，当日，または2・3日後から利用できた井戸は重要な意味　　　　　放　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　11．1

があると考えら欄かく押した．　　　　　　公共の囎通して　　　1鳳・　　　・
表一5をみると，3割強の31個の井戸が震災当日から利用されて　　　　　　　　計　　　　23．g　　　　41．3　　　　　　　92

いる。震災から1週間以内には，7割以上の井戸が利用され始めて　　　　　　　　　』1ag　　　　　　　　　　　注、曙潔明韓旨くL1

いて・とくに二葉地区では9割（9個）が1週間以内に利用されて　　　　　　　　　二一2　開放の仕方別利用範囲

いる。これは，電気が早く復旧したこと（電気モーター式の井戸）

と関連する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表一5　地区別利用時期
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件数（％）
表一6で利用し始めることができた理由をみると・「電気がきた　　・…3日・一・日1月、月、月、月・月

から」が29個で多・・しかし識災直後に電気がこなかったりモー @　路讐昌8一捻「末・旬中旬下旬趨一計
ターの故障などで使えなかったため，手動ポンプ式やつるべ式に変　　芦屋　　10　　2　　8　3　〔〕　1　0　1　1　2調
えて利用・た井戸が・4個あ・U今どきつ・べ式の井戸なんて古・・閣（乳2（3“曽（1Ll！1（all。．（翫l／l翫11（100書｝

い」というイメージがあるが，元々つるべ式や手動ポンプ式で使わ　　　　（5〔L〔〕）1（3〔1切1（1〔L〔｝）1　旨（1〔〕・〔〕）i　’　　　　　　（1〔｝〔〕・ω

れていた井戸。、・個あ北それ、のほとん・、㍉給水車、榊な須磨 A2晶17駕1、23揚i，。61，1、、蕩i，。畠i，1脈鰯，1。。鷺

畷災直後の段階から利用できた・・れ｝撹気がこなくても利用　，33凱、6焉，23駕，。お，。る，。畠，1．ム1，。薬i，。畠，1、瀟

できたということで大きな意味をもつ。現代社会は普段は便利で　　　・：1地区の戸は1だけのため二　1区にむ（＊剛）

も，災害時に役立たないものが多い。井戸に関していえば，普段は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表一6　井戸形式別井戸を利用し始めることができた理由
便利な電気モーター式で利用しても，何かあった時にはつるべ式で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件数（％）
利用できる工夫と設備を整えておく瀕力｛ある・また例数は少ない @　　難こ陰覇一口認可．。他不明。
が「ガレキを撤去したから」や「修理したから」利用できた井戸も　　　　　　　　　ら　，プにして：噛して，ら　1

あ・・そのほか・水が湧いてきたから・・風呂の残・湯がなくな・　手動ポンプ式　‘’1（、。£1（1。お，、。ゐ1．（1、毒i，1届，1。。ll

たから」　「井戸があることに気付いたから」と様々である。　　　　　　つるべ式　　　　01　　41　　11　　〔〕l　　Oi　　1　　6

表一・で利購期・利用範囲の関係をみると，利用時期に関係な　。気。．。．式2gE（囎q吐？［、i、、哩（1〔〕。ll

く・5一・・人・の利用が一番多い・震災当日では個人の利用から不明　（44雪（21鍵（L曽1（1碧鴨哩111’1［望

100人以上の利用まで幅がみられる。1月末まで件数は減っていく　　　　　　　　　　　（37・5）　（12・5）l　　　　　R50．o）（100，（D
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡汁　　　　　　　　　　　　　　29　　　　　27　　　　　　5，　　　　　2　　　　　　7　　　　　22　　　　92
が同じ傾向である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（31．5）i（2g3）i　（5．4）1　（2．2）1　（7．6）1（23，g）（1〔」（，．【））

　2月になってから利用し始める井戸はさすがに少ない。しかし個

人の利用だけでなく，行列ができるほどの利用例もある。2月に　　　　　　　　　二一7　利用時期別利用範囲
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件数（％）

　　　　励鯵；慰鴛懇懸醐・羅淵：1：：1：1：：li三焦：：：1：：：：1

。。　．1、、Ii行列）・トの行列）i　　l皆条24・）（1・l11・31碧1‘31㌣1・轡。1、〕。（1・…㌢

、。（11 j‘（23碧1（42農1（1駄雀（a雪1，i。（100招＿　。l　l4Z曾1‘4Z磐1噛。i　2。（1〔llLlジ

縮函繍：1霧器編綴繭：1：罵1二黒『：：：：11燃唖讐1：｝：：：：：1

　計　　　（10慧）旨（25．0）i（402）1（13慧）i　　（5恩）1　（4．3）i（1．】玉　（100護））　　　　　　　計　　　　　　1〔、1（25差睾1（5‘’目当1　　12　　　　　5　　　　4　（2訊‘￥　（1〔・（・彗塗

　注：神楽地区の井戸は1個だけのため二　地区に　む（＊印）　　　　　　　　　　　　　　（1〔L9）（25．〔〕）（40．2）（13．【D　　（5！D　（43）1（1．1）（1〔XL〔D
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　震災後の利用用途をみると，各地区とも同じような傾向にある。　　かる。とくに広範囲に利用された井戸は，A，　Bの豆腐店とCのう

まずトイレ用には，ほとんどの井戸水が使われている。都市では水　　なぎ屋の井戸である．この3個は利用していない人でも存在を知っ

洗トイレなので水は不可欠である。　　　　　　　　　　　　　　　ているほどであった。3個に共通して言えることは，元々商売に井

　さらに日々の生活の営みである炊事，洗い物，洗濯などの生活用　　戸を使っていたこと，ラジオや張紙で積極的に知らせ，開放したこ

途にも広く使われている。飲料用に利用した人は40％弱で余り多く　　とである。そうした持主側の努力と善意が，広範囲に利用者を集め

ない．これは，飲料用には「ペットボトル」など救援物資が使われ　　たといえる。そのほかの井戸も「個人の利用」や「知人のみに開

たことや井戸の水質も関係している。風呂への利用はほとんどな　　放」した井戸はなく，利用範囲が広域であるのが本地区の特徴であ

い。風呂には大量の水を必要とし，その余裕はなかったこと，利用

できたのは少数の条件がよかった層だけであったことを示してい　　　●震災前の利用　　　　．　　　●震災後の利用　　　　．

・洞戸に植木に利用す・余裕・な・・。防火用水として活用・れた　毛歴覧1二穿聖断ロ，謝　鴨脚響噛認

井戸は事例が少ないが，大火災になる前にくい止めることができ重　　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　一一”一
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飲料　　　　　　　　　　　　　　　　飲料
要な役割を果たした。

　また，水の再利用を心がけたという回答も多かった。まず炊事や　　　炊事　　　　　　　　　　　　炊事

洗い物に，そして洗濯，最終的にトイレにといった具合である。　　　洗い物　　　　　　　　　　　洗い物

様々な工夫は，水がいかに貴重だったかを示している。　　　　　　　　掃除　　　　　　　　　　　　掃除

　震災以前の利用用途と比べると，全く違った利用がされているこ　　　洗濯　　　　　　　　　　　　洗濯

とがわかる。震災以前は井戸はあまり積極的に使われていない．須　　　洗顔「　　　　　　　　　　　　洗顔．

磨・芦屋地区では・植木や打ち水といった雑用水に・二葉地区では　　　　風呂’　　　　　　　　　　　　風呂

豆腐屋や公衆浴場で利用されている。しかし飲料水や洗濯などに使
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　トイレ　　　　　　　　　　　　　　　　トイレ
われている井戸もあり，水道が普及した現代でも地味ではあるが　　　　　・

細・と利用されていた．　　　　　　　植木　　　　植木映
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　うち水　　　　　　　　　　　　　　　うち水

3．地区別にみる井戸の利用状況　　　　　　　　　　　　　　　　その仙　　　　　　　　　　　防火用水

　井戸の分布と震災後の利用範囲を地区別にみたのが図一4～図一　　　　　　図＿3　地区別にみた震災前後の井戸利用用途

7である3）。井戸の数は各地区によってぱらつきがある。

呈崖欝須磨地区・次いで井戸一使われて・ない井戸噛鍵堅粥認L．∫

戸は26個である。昔は各家に井戸が1個あるといわれるほどだった　　　　　　　　　　　　　　　　　粕
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　マ　i
が，他の地区と同様に減少していた。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／1ム

　井戸分布と利用範囲（三一4）をみると，井戸が散在しているこ　　　　　　　　　　　　　　　　　　’崖

搬搬鷲鷺翻雲職責魏瓢箪」　　　〃　　⊂
戸の少ない西側の方が利用範囲が大きい。井戸の多い東側は，個人　　　　　　　　　　　　　　　　　囲　

1耀灘i群灘蒙馴戴1詣「旧庵1馨撃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　震爽舶は朝用
（2）神楽地区

神楽地区は、ケミカルシューズ関連工場や醐の多い地域であ　　図一4芦屋地区の井戸分布と和1用鯛図

る。準工業地帯であり，以前は沢山あった井戸も地下水の汚染で急　　一．．凡バー「　　　＿一一一一一＿一」L．＿L一ノ．．　　．．．．．．1

警雲鶴撫二翻懇講碧簾纏捻鰯1灘懸懸無識響111嘔婁
1欝：利用・れた井戸は・個だ・・℃㈱囲も狭域であ・慧海嶺．睦藤璽i・．蓼

は早業用の炉である．井戸の分布と禾，i用鯛（図一6）をみ。　　　　　　　％’べ　’懲

と，数は少ないが1個当たりの井戸への利用集中度が高いことがわ　　　　　　　図一5　神楽地区の井戸分布と利用範囲四
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薫諜等欝篇蒙門門一難蕪講．蜜
蝋撚鷲欝畿導驚毒婦環　，／　’・耀　　騒欝

越える人々が利用した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図一6　二葉地区の井戸分布と利用範囲図

　そのほかの井戸でも積極的に開放された井戸もある。しかし個人

難離籍藁暴1｛1灘篇謹難無
ない」「炉は家屋の倒壊で役1，たたなかった、など，炉。利用　須磨寺●　．・・1難戦鱗贈衆雛ル／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛．亀．，　心
端に少ない・二葉も利用されたのは9個と少ない・今回の　　…　’一　　　図＿7　須磨地区の井戸分布と利用範囲図

震災では，被災・被害や住宅の再建について地域による階

層性が顕著に示されたことが特徴であったが，井戸についても長田　　たので，みんなも困っているだろうと井戸水の開放を思い立ち，当

区は少なく，階層性が明確に表れている。　　　　　　　　　　　　日の晩から開放し始めた。ストックしてあったポンプを使い，ホー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スを外部に出して自由に利用できるようにした。呼びかけや市場の

4．特徴的に利用された具体事例の分析　　　　　　　　　　　　　　入口の張紙などで積極的に開放した。数日後に利用者の1人がラジ

　以上が井戸の活用状況であるが，本章では特徴的に利用された具　　オで「水あります」と報道してからは凄い人になり，市場の中まで

体事例の分析を通して井戸の多面的な有効性を明らかにする。　　　　30mの行列で1日1000人以上の利用があった。

（1）広範囲に利用された井戸（芦屋：6件，二葉：4件，須磨：7件）　　　（2）火災の消火に役立った井戸（芦屋：2件，二葉：1件）

　行列ができるほど広範囲から利用されたのは，住宅の井戸が5　　芦屋地区の1件は，当日に道路を挟んで2軒隣から出火したが，

件，商業用等の井戸が12件である。まず住宅で広範囲に利用された　　消防車が来てこの井戸水で消火活動を行い，1～2軒燃えただけで

例をみる。それは須磨地区の井戸で，手動ポンプで元々植木の水に　　大火にならず消し止めることができた。また，つるべ式だったの

利用していた。手動ポンプだったので当日から使うことができた。　　で，当日から井戸水を開放することができ，多くの人に利用された

持主は避難していたが，片付けなどでよく家に戻ってきており，口　　（図一8）。芦屋地区のもう1件も当日レストランから出火した火

頭で周りの住民に呼びかけ，多いときで7～10人の行列ができてい　　災で，消防車が来るまで，隣にあった井戸でバケツリレーを行い延

た。近くの80人程の避難所からもトイレの水としてよく汲みにき　　焼を防いだ。この火災では井戸だけでなく，庭木も大きな役割を果

た。芦屋地区の例では，地震でポンプが井戸の中に落ちたが，つる　　たした。隣のレストランが倒れてきたのを庭にあった一本の木が支

べ式にして当日から利用できた。呼びかけは，家の全壊で用紙もな　　え，家は倒れず井戸も使うことができた。もしこの木がなかったら

く，木の板に「飲み水ではありませんが，トイレの水などに自由に　　井戸が利用できず，すぐに延焼してしまったであろう。井戸と木の

お使い下さい」と書き，口頭でも呼びかけた。　　　　　　　　　　存在が大きな火災を防いだといえる，

商業用の井戸で，最も広範囲に利用された例は2件ともラジオを　　二葉地区の例でも，延焼を防ぐために井戸が利用された。本地区

通して開放し，長い行列ができる程だった。トイレで水がなく困っ　　では大火災になり，一旦鎮火した後再びくすぶり出したときに前述

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一237一
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した市場の井戸が利．用され，他の2件とは違う形で役立っている．　　　躯鯉駆場所細町　　建物　闘住宅　繊度　．’卜破　現在の㎜戻ってい

また，井戸ではないが，芦屋で防火水槽が，須磨で浄徳寺の湧水　　炉所有鰍砿つるべ式　　鵬画一井戸位置庭　糊位置．庭
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　災前利用　あり　用途．飲料・炊事・洗濯・お風呂・トイレ　櫨木・打ち水・その他‘　　　）
（川の水）が，火災の延焼をくい止めるのに役立っている。これら　　　震災前の糊：家の隣に畑があり．その水として利用していた．また、昔はこの炉の持主も

の共通点は，井戸と火災現場が近かったこと，もう一点はつるべ式　　　梅湊査黙慧」畢誘騎翫讐島弄警召三国轟奎醜療膀会議舗智套

や手動ポンプであったため利用できたことである・　　　　美譜つた噛また’検査はして噂が’隣碗人はおいしいといって井戸撤料水にし

（3）炊き出しに利用された．井戸（須磨：2件，芦屋：1件，二葉＝1件）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　震災．後利用　あり　　　用途．　料　炊事　　い　・洗．顔　洗’・風呂・　イ　・植木・　の　（消火）
　須磨地区の例では，六徳寺の敷地内の空き地でボーイスカウトが　　使い鋤　震災当日理由つるべ式だから呼びかけ大きく呼びかけ利用範囲ト6人の行列

炊き出しを行っている。こ叡は，豊富な水（湧水・井戸水）があ　　　震災後の利用・当日に道路を挟んで2徽から火が出た，すぐに消防車が来て．こ餅戸水で
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消火．活動を行い．1～2軒は燃えたが大きな火事になる箭にくい止めることができた．無事消
り，炊き出しの．拠点に選ばれたものとみられる。また元々商売をし　　　し止めれた．のも、この井戸のおかげだとみんなから感謝された．また，震災当日．からつるべ式

ていた別の井戸では，顔が広く2～3日後に電気がきた時から開放　　二二激丁丁四丁1義丁丁あま鷲錫裂鵬舗丁丁農丁丁譲と

し始めた。周辺住民に利用される一方で，向かいの銀行の駐車場で　　　繍泉通編粟と費契醍雛駆出超齢女系i勧進磐奪旗下賠鵠高城．も箆

の炊き出しにも使われている（図一9）。　　　　　　　　　　　　　　にしてはどうかという話もあったが覧それ昏謎嵐したいということであった日

　二葉地区では，丸五市場でボランティアでなく住民自らが市場内　　　荏努と空聾堤空聾繋鱗鵠翌誌些些簸垂準遊里藷菱と灘緊で

にある井戸を利用して炊き出しを行っている．また芦屋地区では，　　　課緊異β隷装置麓魏奪誇誉難墜義妄雲叢鑑蕨欝雛画面

避難所となっている集会所の前に井戸があり，炊き出しに利用され　　瓢艶躍嫉篶災感熱豫墨離講義離菜潜艦蒜懐鑛姦濤緊密

ている。ここでは週1・2回ボランティアが炊き出し．を行う程度　　　めるのに・役立っている・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～
で，避難．者による自炊はほ．とんどされなかった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．「

・・）洗濯機ととも・開放・た井戸（芦屋・5件二縦・各・件・ @　　台四獣鷺欝欝諜葺灘総高　　　吊
たのが半熟でそれからの利用とな・た・話語を・台置き・井戸　　　　　劉
水とともに開放した。呼びかけは商売柄積極的で「飲み水以外にど　　　　　　　　　　　　　　目

うそ・と呼びかけた汰通りに面してし・たこともあり多くの人が利　火雛分布。利用臨。。。。現。

座した・しばらくして洗面をもらい・3台に増やして開放した・　　　図．8火災の消火｝こ役立った井戸

利用者は多く，持主は夜中にやっと自分が使えるといった混雑ぶり

だった。その後，近くの津知公園にも洗濯．機が設置されたことと，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地区　須磨地区　場所　月見山本町2丁目　建物　店鯖導用　被災度　　小破　　現在の情況　通常通り
最初の頃は水が非常に貴重で大切に扱ってくれたが，そのうち出　　　井戸所有臥形式電気モー．タ，，式膿継抜炉　井戸イ蝦働憤糊樋　瞳物内

しつぱなしにして帰るなどマナーが悪くなってきたことから2月末　　震踊糊籾用途飲料．炊事．灘．お風呂．．トイレ跳．打ち水，そ馳（　）

で開放を取りやめている（図一10）。　　　　　　　　　　　　　　　震災朗の利用：花屋の井戸であり・鰍前から花の水は全部井戸水でまかなってレ’たまた・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　隣にカレー屋があり，そこの入口．にも井戸を引いており．客の手堅い用の水としても利用され
　もう一つの事例では，周りの住民が困っているので何かしたいと　　ていた．

思ったのが洗濯機開放のきっかけであった。電気がきた震災1週．間

後のこと．で，すぐ新しいポンプを購入し面した・張紙をしたり，　畿πlll、隔日畏岩茸。肇髪。1い畿け’．箋1，諜イ利用篭。’畿。1、．

洗濯機の横に大ダルをおきトイレや洗い水としても利．用できるよう　　餓後の糊，2，3日後に電気がきたの．で利用し始める．、鰍は横の蹴にある炉か殖

に工夫し瀬鵬に開放した・道路にあり目立つのと洗轍樋い　警綴：蒙1謝野見畿叢凝呈k口曳1躍麗膿
ていたので利用者は多く，洗濯機はひっきりなしに動いていた。し　　　た、多い時では．1‘，人前後並んでいるときもある．，向かいの鮪の二二場でボランティア1こよ

かし詠をタルに貯めてあるので嘉酒・かからず長い行列にはなら．雲弩総隈濃欝き霊異潔1こ型凄鶉鎌継莚；：：襯1鷹

．なかった。最初は電気を工場内から引いていたため平日の1．0～17時　　　る電期で割安ですぐ1馴しても．．ら』、・近所で眠しあったことがわかる1・主な．剛者は月．見

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山本町、行幸．町をはじめ、離宮前町まで広億囲にわたって利用された、
までしか開放できなかったが，住民側から市に申し出をし，電柱か　　　考察，この井戸は、他の炉のように水を供給するだけでなく，駐鞠での炊きだしにも綱

ら電気を引き一日中利用することができるようになった。そうした　　　された．これは・水があったから炊きだしのときに拠点になったのか、たまたまそうなったの

住民の魏に醐わらず庵暗面がかかるという融で明には撤　麗重爆甚1：kよ：器繍載難区部饗瓢撫戯画

去されている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　える’

芦屋地区の例では・油画とな・ている集会所力｛あり・そちらに　　意識く。．．、ρ

は市の方から洗濯機が提供・れ・向力’いの井戸と共に開放され・避　諏、購・・糧嚢

灘碁欝議離苦公園な乙避難所にも洗鷺1繍議
（5）以前から有名面戸（趨・2件・須磨・・件）　　　　．騰鰍・・燃別意
以前から有名な炉の・つは震災前からおいし・水として知られ　態…il・，．’・触・1鮮沸

た芦屋の井戸であ・調りの住民はもちろん大阪や岐阜力・らも汲み　縣黙．．載量r

にくるほ．どであった。この井戸は10年前に皆に開放するのを目的．に　　　　　井戸の分布と糊範囲

掘ったもので，持主は．この水は自然からの贈り物だと考えており，　　　　　　　　図一9　炊き出しに利用され．た井戸
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積極的に開放していた。ほとんどの周辺住民が．ポリタンクやペット　　地区芦脱区場所津知町　　　建物鰍朋　被災．度　全壊現在の情況施てい

ボトルに入れて家に常備し，なくなりかけると汲みにきていた。ま　　井戸瀦臥形式電気モータ　内野楓抜井戸　井戸イ蝦庭　糊齪　庭

た何年おいて蠣らない朧の水だと言繍ており，・日・・．・人一雨諜、箒集。箒否諾譜講1欝i窪器。。ぎで

1000人の利用があった。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　検査をしていないので・欽科水には使っていなかった・井戸は庭にある睡夢・蛇口で屋外に1側
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と家の中にも引いていた．．

　地震で井戸が壊れモーターも故障し，井戸を修理したり新し．いポ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　震災後利用　あり　　　用途　飲料・炊事・　い　・．洗面　「「　風呂・　イ　・題額・その他（　）
ンブを購入をする等して，なんとか3月中旬に利用できるように　　齢鋤　2脚闘舳電気拠たから呼びかけ大きく忍びかけ糊鯛3～4肋仔列

なった。それからは24時間開放し，周りの住民や今まで知らなかっ　　　震災後の利用1電鋤！来たのが半月後ぐらいでそれからの利用となった．4～5日間臨って

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いたが使っているうちにきれいになった．1呼びかけは商売柄積極的で、飲み水にはしないでと
た人たちも列をなしていた。住民の中には，しばらくこの水を飲め　　　呼びかけた．洗鯉機を椥コ台置き．井戸水と共に開放した．，大きな通りに面していたことも

なかったので体が不調だという人もいた．いかにこの水が地域住民　　　駕』畿脱響殿ξ1こ耀讐鰹ア簾属し導麗麓墨田潔鷺雛ξ皆喜

にと。て大事な存在にな。ていたかカ・うかがえる．前述したよう　続騰塑警號繁難鰺欝灘瑳㍊翠黛龍華篠

に，この井戸水をためおきしている住民力・多く，震災・・2日はそ　離鷺灘籠毯餐講舗麟難搬難裏灘縦禽獣頚

の水で何とか凌ぐことができたという．また，ためおき用に，ポリ　簸警建崇鶴瓢識膿ε鴇契鰐杢讃膿喜溢鰭1こ

タンク等を最低1・2個は持っており，それが給水車から水をもら　　　三二この井戸は、洗雪と共に開放．した例である、この場合，3台も轍されており多くの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住民に利用された．このように．井戸水と洗濯機の三二は、須磨地区で1件、二葉地区で1
う際に役立っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　件、芦量地区で5件腿できている、芦凪駆では．輝所となっている集会所に市の方から

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　洗濯機が開放され，避難者と周りの住民に役立った．．また、数人の行列というの．は，広範囲に
　普段からの水への関心の高さがこうした災害にもすぐに対応でき　　　利用されていながら多すぎず、いい形で利用されていると言えるだろう．

たわけで，一つの教訓といえる。震災以前からこの井戸の持主はザ

糠難iξ灘繋！！叢　　謹選蹴
か・…人以上の行列ができるほど利用された瀦寺側・水量を　　　摩．躍・，・1顯蕪繍

芋茎；繍謝転戦よ弄開撚　　。肋＿詳日鑑鱗響．
共同の井戸は四隅区の南町2丁目でみられた・昔の宅地醗に　　　図．、0洗湘とともに禾、1用された井戸

ともなってつくられ，路地のなかや街区交点の敷地境界．部にあり，

道から使えるよう．になっている。3個の共同井戸は，つるべ式で散
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地区　須磨地区　嶺所　南町21一目　　　建物　専用住宅　　被災度　　全壊　　　現在の情．．　更週

水や植木の水として利用されていた。また1個は枯れていたが井戸　　　煙所有胴形式つるべ式　　脇融耕．井戸腿　撚境界糊蘭　街

を埋めるのは縁起が悪いということで残していた。　　　　　　　　　　震災前差あり用途輔弼噺酬・幽・トイレ櫨・．ち・その他（　　）

震災後は，まわりの住民（ほとんどカ・以前から利用していた）が　鶉惚裂朧凝篇謙鷺蔦黎嶽謹劣鞘馨騨欝1

利用したが，元々水質があまりよくないためトイレの水くらいにし　孫楚裁麟漕瓢路。あ。井。。。廻れ。。たた。。。、て。な。。，届，

か利用できなかった。そのうちの1個の井戸は，震災1年後，持主　　老鋤るのは縁起が悪いというので残していたそして翻1日’1細にお供えをしてい

が敷地を売ることになり，周りの住民の井戸を残そうとする動きも　　麟後利用　あり　腱鮒・炊単洗い物・瀬　洋綴・トィ．．・淋・モの〔鱒．

あったが，話し合いがっかないうちに，業者に埋められてしまうと　　　快い始め　2弓懸埋由つるべ蓮の　呼びか駈なし　　利用朋　5軒ほど岬i粍

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地震後の利用＝①厘められてしまった井戸一一敷地壌界にある井戸の家が四脚でつぶれてい

いう残念な結果になった（図一11）。　　　　　　　　　　　　　　　て・使いづらぐ当目からは利用できなかった・あまりきれいな水ではなかったため・顯を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふくのに使ったり，主にはトイレの水に使った，元々4、5軒で利用していた．ので，呼びかけ

南町2丁目に共同井戸が多い理由は，住民の話では，戦時中に地　　　もせず・その人たちが使ったようである．地震後、この家の敷地が売りにだされ、井戸を埋め
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る．埋めないで業者と周りの住民の開に対立が少しあったが、話し合いのつかないまま糧めら

主が何かあった時のために掘ったということである。貴重な教訓で　　　れてしまった、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　②湧いてきた井戸一一元々枯れていたので．利用しようとは思っていなかった1，しかし，2月
あり，できるだけ残していく必要があるだろう。今後の防災を考え　　　の中句のお供えの時に中をのぞいてみると．水が湧きでていた．そこで、引引の水に開脚右1

た・き，井戸の保存・擶管理も顛である．　　　　響萎濡器無量鍛含結詰。。井戸，照明。。共，井戸が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もう工個あったが、今は敷地内にあって個人の井戸として便われている、，どうしてこのエリア

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に共同井戸が多いのかは、はっきりつかめてい．ないが、住民の話によると、戦時中に地主がな

5．震災後の井戸活用や井戸づくり対策の動向　　　　　　　　　擾穐誘鯉捜ξ詣ξ叢濃鵡誰誰凄なち譲篇篇轟濫費蕊濃奪

　震災後井戸の重要性が再評価され，その活用を図るための方策やま　　　傷＆1昌1齢論ギれもかな臨くて管理がいき届いておらず詠質も悪｛ヒしている蜘が多

ちづくり等で井戸をつくるという新しい動きがみられる。ここではそ　　　　一．・・　｝．．．．・，、．

うした動向について神戸市を中心に考察する。　　　　　　　　　　　　［　　　・，　　．．．1

井戸活用の方策は・第一には・災害時に市民に開放する井戸の槻・ 轄?鼎配
制度である。神戸市では，平成8～10年に井戸の登．録制度を行った。　　　，∴∵阻＝．．＿．x．・．．

応募は586件で，内登録できたのは542件であった（表一8）。登録　　　1

できなか・たのは，水の難水量不足や応募すれば井戸・掘・て・　．薄．禦ニヒ・｛∴

れると誤解した場合などである。また，井戸があるのに登録しない　　　　＿一、1．一．・

ケースは，普段から使われるのはいや，名前をオープンにしたくな　　　創胴のナ炉▲三人刎炉．申」用範囲　　埋められてしまった共剛炉

い，役所に言うと管理されてしまうといった理由で．ある。登録数と実　　図一11共同の井戸（埋められてしまった井戸・湧いてきた井戸）
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際の井戸の数との関係はわからないが，今回の須磨の調査対象地区で　　　　　　　　表一8　災害時市民開放井戸区別登録件数

みる限りでは，私たちの調査でのr震災後利用された井戸」56個に対　　東灘　灘区中央区兵庫　北区長田　須磨区垂水内西区1計

して，調査区域内で登録されている井戸は17個だけであった。　　　　　125i96　14164　82　50　40　561151542

　神戸市の登録数をみると，東灘，灘区などの東部に多く，都心部の　　　（資料）神戸市保健衛生部，平成13年3月末現在

中央区やニュータウンの西区に少ない。また，調査では須磨に多く，

長田に少なくなっていたが．区全体の登録数では長田区の方が多い。　　　　　　　　表一9　井戸を設置している公園

登録制度の現在の問題点は，予算のほとんどが，水質検査にとられ，　　　区　　　公園名　　積別　面積（鱒　　　　　　　特徴

しかも飲料不適が圧倒的に多いこと，登録者への財政的補助・助成が　　東灘　．川井公園　　近隣　10・760手押しポンプ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森公園　　　　街区　　5，078手押しポンプ
ないことである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住吉本町公園街区　　2，719手押しポンプ

　井戸の登録制度は東京都世田谷区，横浜市等では震災のかなり以前　　　灘区成徳公園　　　街区　　3，114手回しポンプ，学校隣接・共用’

から行われている。世田谷区では昭和58年に要綱をつくり「災害対　　　　　岸地通公園　　街区　　1，000手押しポンプ

策用井戸」として現在2100件が登録している。助成条件は，①看板　　兵庫区五宮町公園　街区　　7・000手押しポンプ

を掲出・てもらう，畔・回の水脚③消毒液の酬・年に・長田区猫塞園’鷺1横難霧（雨一

回）である・さらに現在ある井戸にポンプを設置する場合には・①か　　　　　神楽公園　　街区　　3，099手押しポンプ

かった費用の2分の1で，②限度額10万円までという条件で補助を　　　　　高東町公園　都緑　　6，000手押しポンプ（雨水利用）

行っている。世田谷区では，これまで井戸を飲料水として考え水質検　　須磨区天井川公園　街区　　2・719ソーラーポンプ

査・行・てきたが，そ磁活用水にするよう要綱を改正・ようとし　1灘冨．無，、螺騨鴇；謙幣’共用

ている．理由は費用をかけて水鰍査をしても6・％が不適であり，そ　北磁一・τ駆誌’、，。55、手押しホ．漁水乗・1用）

の一方で給水槽の設置で区民一ケ月程度の備蓄ができたこと，阪神大　　　（資料）神戸市公園管理課，平成13年3月末現在

震災で飲料水より生活用水が大量に必要であることが明らかになった

ことによる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸，共同の井戸などである。今回，調査するまで井戸水とセットで洗

　第二に，まちづくり等で井戸づくりの試みが動きだしたことである。　濯機が開放されたことは予想していなかったが，緊急時に住民同士

しかし，その実態は行政のある部署で一括して把握しているといった　　が助け合う姿がよく分かる．しかし，市からの提供等は少なく，自

ことはなく，設置主体も行政だけとは限らない。三一9は，神戸市で　　分たちで洗濯機を開放しており，行政が井戸のあるところに1台ず

公園に井戸を設置している事例であるが，身近な街区公園を中心に設　　つ支援する等の方策が今後の教訓となる。

置されている。公園と学校グラウンドとの併設もみられる。すべての　　（5）震災後の取り組み，対策として井戸の登録制度やまちづくり等

事例が震災以降の取り組みである．東京などでは，震災以前から，ま　　で井戸をつくる試みが始められている。東京などと比べるとまだ端

ちづくりのなかで雨水等を利用した井戸づくりが行われていたが，井　　緒的であるが今後の方向について述べたい。①井戸の登録を増やす

戸の登録制度と同様，こうした地味な分野では，彼我の取り組みの差　　こと，そうした分野こそ助成が必要である。②小居住地単位のまち

は非常に大きいことがわかる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　づくりで水や緑とともに井戸をつくっていくことは，遊び心のある

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小道具としても環境共生や自然を知る教育機能としても重要である。

6．まとめ　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　③非常時よりも日常的に庭の植木への水やリ，打ち水，おしゃべり

　本論文を要約的にまとめると以下のようになる。　　　　　　　　　などでそうした空間が利用されればコミュニティの活性化につなが

（1）阪神・淡路大震災で都市ストックとして井戸が果たした役割は大　　る。④非常時のためには個人，企業，学校，地域，公共期間等が保

きかつた。対象4地区の調査で震災後利用できた井戸は92個であっ　　有する井戸がまちづくりマップ，地域マップでデータベースとして

た。須磨，芦屋で多く，長田，とくに神楽地区では1個だけであった。　把握できるようにすること，等である。

井戸でも被災・復興と同様階層性がみられた。　　　　　　　　　　　〈6）今まで蛇口をひねれば水が出るという当り前のことが，今回の

（2）利用範囲は，数人の利用から行列をつくる広範な利用まであり，　震災で見事に覆された。しかし，皮肉なことにこうした状況になる

とくに商業用の井戸では広範囲から利用されている。また自分だけで　　まで，井戸の存在は軽く扱われてきた。井戸やそれを含めた自然を

使った井戸はほとんどなく，大部分の井戸が開放され，貴重な生活用　　今こそ見直していく必要がある。そうした価値観の転換こそ，防災

水として役立っている。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　都市づくり・豊かなまちづくりへっながるのである。

（3）利用時期は，震災後1週間以内で7割の井戸が利用し始めてい　　　本調査は当時の卒論生山口昌子とともに行ったものである。記し

る。主力である電動モーター式は，電気が来ないと使えないわけで，　て感謝したい。

手動ポンプ武やつるべ式が力を発揮している。利用用途は，生活に不

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　脚注
可欠なトイレの水に大部分の人が使っている。次いで炊事，洗い物・　　1）調査対象地区の位置図を含む地区のより詳しい説明は，安藤元夫他：震災

洗濯である．飲料用は4割と以外に少なく，風呂や植木に使う余裕は　　前の木造密集市街地の実態と被災による建物・住宅被害の構造に関する研究，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本建築学会計画系論文集　第520号，1999年6月，を参照のこと。
ない・　　　　　　　　　　　　　　2刷査では誕地でも「井戸」の形態が確認できたものは対象とした．その
（4）特徴的に使われた事例からは，井戸の多面的な有効性が明らか　　ため，震災前の利用不明には，廃棄されていたものもあると考えられる。

にできた。それらは，防火用水として役立った井戸，炊き出しに利用　　の同心円表記の利月1範囲はヒアリングによる「概ねの利用範囲」である・

された井戸，洗濯機とともに開放した井戸，以前から有名だった井　　　　　　　　　　　　　（2001年g月10日原稿受理2002年4月16日採用決定｝
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